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準的ではない体型のための原型の研究も進んできた．

また高齢の健常者を中心にした衣服の調査（露木・

中橋，1996）や，高齢者も含めた着脱動作の研究（岡

田1999）が行われ，高齢者と衣服のかかわりについ

ての研究も行われてきたしかし肢体不自由がある

人を対象とした衣服の研究はまだ少なく，障害者用の

パターンを紹介する市販実用書などは徐々に増えつつ

あるが（栗田，２０００；岩波,2005)，被験者に障害が

ある人を設定し，被服構成学的に着脱の問題をとらえ，

身体の状態に衣服を合わせる必要性を示した基礎的な

研究はまだあまりみられない（塗田・鳴海，２００３；

2007)．それに対し海外では，障害の特徴を熟知した

リハビリテーション医療の専門家と，被服学の専門家

が共同で行った研究が，すでにいくつか報告されてい

るたとえば，医療従事者と服飾デザイナーが共同で

取り組んだ，障害児のための衣服の研究（White＆

Dallas,1977）や，着用者の障害の状態に合わせた衣

はじめに

衣服を着る際に不可欠な着脱という動作は，運動機

能が低い人（たとえば，肢体不自由がある人たちや，

加齢に伴い運動機能が低下した高齢の人たちなど）と

健常者では，その困難さが大きく異なる．健常者に

とってはあたり前の衣服の着脱が，運動機能が低い人

にとっては大きな負担となり，衣服への不満を訴える

高齢者も多い（岡田２０００；渡邊ら，1997)．まして，

障害がある人の着脱動作は，日常生活での自立と関係

が深く，事態はより深刻である．こういった状況を受

け，看護学やリハビリテーションの医療分野では，高

齢者や障害がある人の着脱動作を分析し（井手・緒方，

1991；須藤ら，１９９３；大塚・山本，2000)，着脱を円

滑に進めるための動作改善の方法が研究されてきた

一方，被服構成学の分野でも加齢に伴う体型の変化

の研究が行われ（岩崎ら，１９９８；長田ら，1997)，標
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服が，着脱動作の改善に結びついた研究（Kratz＆

SOderback,1990;KratzetaL1997）などである．しか

し日本では「医療」と「衣料」の２つの視点をもっ

た研究は，まだほとんど行われていないそこで，本

研究では，着脱動作が難しく，排泄動作ともかかわり

の深い下衣を取りあげ，運動機能に障害のある人に

とって着脱しやすく，デザイン的にも満足できる修正

衣服の製作をリハビリテーション医療（以下，リハ

ビリ医療と表記する）の専門家の助言を含めて検討す

ることとしたさらに，着用テストを行い，修正衣服

の効果の検討を試みた本論文では，脳性マヒの子ど

もと二分脊椎の子どもの２事例について報告する．

ンによってそれぞれ異なる．肢体不自由がある人のほ

とんどは，幼いころから通っているリハビリ訓練の中

で，作業療法士や理学療法士から自分に合った更衣の

方法を指導され，着脱動作の基本を習得しているし

かしこの着脱動作は，長年の経験の中で個人のやり

やすい方法に変化していくことが多いそこで，修正

方法を検討する本研究では，リハビリ医療の専門家が

被験者の着脱動作の適切さを確認し，同時に修正方

法が被験者の障害の状態と動作に適しているかを確

認する必要があると考えた．リハビリ医療の専門家と

しては，被験者２人を幼少期から担当している理学療

法士に協力を依頼した

修正方法の検討は，被験者，被験者らを担当する寄

宿舎の職員と理学療法士に対し，ズボンの不具合点を

ヒアリング調査することから始めた．次に被験者の

ズボンの着脱動作を理学療法士とともに観察し着脱

動作の適切さを確認したさらに，被験者，理学療法

士とともにジーンズの修正デザインと修正方法を考

案した修正衣服のデザインは，試作と着用テストを

繰り返し，デザインが被験者の嗜好に合っているか，

修正方法が被験者の筋力や指先のマヒの状態に適して

いるか，を確認したうえで決定した

以上のようなプロセスを経て，修正ズボンのデザイ

ンと製作を行った．なお，着用テストは，被験者が修

正衣服に適した着脱動作を十分習得することを考慮し，

１ヶ月間自由使用したうえで実施した

5．着用テスト

(1)テスト期間と場所

2009年９月，熊本県立Ａ養護学校にて実施した．室

内は２５℃６５％に調節した．

(2)試験着の製作

試験着の製作にあたり，身体的バランスを把握する

ため身長，体重，胸囲，胴囲，腰囲，肩幅，袖丈，大

腿部周径を測定したただし身長と体重は2009年４

月に実施した身体測定結果を用いた．被験者Ａの胴囲

と腰囲は，立位をとるのが困難なため，膝立ちになっ

た状態（立位代替値）と座位の状態で測定した

試験着は，被験者ごとに基本形と修正形の２種類と

した．被験者Ａは既製ジーンズの着脱が困難であった

ため，基本形は本人がはきやすいと思うスウェットの

長ズボンとし，修正形は既製ジーンズに修正を加えた

ものとした．被験者Ｂは基本形を身体サイズに適した

既製ジーンズとし，修正形は同ジーンズに修正を加え

たものとした試験着の詳細は，事例別に後述する．

(3)テスト方法

被験者には，実験開始１時間前から飲食と激しい運

動を禁止したまた，被験者の健康状態に関する１３

項目の問診票を作成し（最近不規則な生活をしている

方法

1．研究期間と場所

2009年４～１２月，熊本県立Ａ養護学校にて実施し

た．

2．被験者

被験者は，熊本県立Ａ養護学校高等部に在籍する女

子２名である．被験者選択の条件は，知的障害をもた

ない肢体不自由がある女子生徒とし，おしゃれに関心

があり，自分の意見を伝えられる人とした．なお，被

験者を女子に制約した理由は，著者らが被験者の更衣

を支援する場面も想定きれたためである．

被験者Ａは脳性マヒの１６歳女子，被験者Ｂは二分

脊椎の１８歳女子である．両者ともＡ養護学校に併設

されている寄宿舎で生活し，週末は家に帰宅する．日

常生活動作はすべて自立しており，更衣も一人で行う．

学校生活は制服（標準服）で過ごしており，寄宿舎で

はトレーナーやスウェットパンツを着用している．本

研究は，被験者と保護者および学校関係者に研究の

趣旨を書面と口頭で説明して協力を依頼し着用テス

トに対する理解と，研究発表の同意を得て行った．

3．試験着の選定

下衣の研究対象は，運動機能に障害がある人の多く

が，年齢性別にかかわらず日常的にズボンを着用して

いることを踏まえ，ズボンを選択した．また，下衣の

服種の中からジーンズを選択した理由としては，肢体

不自由がある人の多くは，ジーンズを着脱しにくいズ

ボンととらえていたが，同時にそれをはくことに憧れ

ていたこと，年齢性別を問わず誰もが着用できる服種

であること，デザインの多様化により，伸縮性の高い

素材を使った生地も増えたこと，があげられる．

４修正方法決定までの手続き

衣服の着脱方法は，大まかに着手・看足から袖や足

を通し，後から健手・健足を通すという原則があるが，

細かな着衣動作は，個人の障害の状態と衣服のデザイ
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か，運動不足か睡眠時間が短いか，疲れやすいか

だるいか，何もしたくないと思うか，ストレスや悩み

があるか，静かにしていても動悸がするか，最近風邪

をひいたか，前夜帰宅が遅かったか，天気が悪い日や

その前曰体調が悪くなるときがあるか，月経中か（予

定曰が近いか)，実験にあたって緊張しているか)，実

験当曰の健康状態を確認した．

被験者Ａは着脱時の体動が大きいため，胸部にベル

トで装着する心拍計（PolarHeartRateMonitor

RS800cx,Polar社）を被験者の下胸囲の位置に直接装

着しその上に半袖Ｔシャツを着用した．また，被験

者Ｂは心拍計（AC-301Aアクティブトレーサー，㈱

GMS）を装着し同様に半袖Ｔシャツを着用した

なお，被験者はブラジャーをはずさずに実験を行った

ブラジャーをはずさなかった理由は被験者はブラ

ジャーの着脱介助を好まず，精神的にも負担が大き

かったためである．また，試験着の着用テストは下

着の上に五分丈スパッツ（ポリエステル９５％，ポリ

ウレタン５％）をはいた状態で行った．このとき，被

験者Ｂは装具をつけるため靴下を着用したが，被験者

Ａは着脱時に滑って転倒することを避けるため素足と

した．

被験者は，入室後座位安静状態（被験者にとって最

も楽な座位）で７分間待機した待機終了直後から，

心拍数を測定し測定開始後７分経過した時点で着衣

動作を開始した．着衣動作終了後，再び座位安静状態

を保ち５分経過した時点で脱衣動作を行った脱衣終

了後，５分間安静状態を保ち心拍数の測定を終了した．

被験者は，それぞれに用意された基本形と修正形を２

回以上着用テストした．ただし被験者が行う着用テ

ストは，１日１回とし，テストの様子はすぺてビデオ

カメラで撮影した．

なお，測定を正確に行うためには呼吸数を制限する

必要があるが被験者にとって精神的な負担になるこ

とも考えられたため（吉武2003)，本実験では呼吸統

制を行わなかった．ただし１分間に３０拍のリズムに

メトロノームを設定しそのリズムを参考に自分の

ペースで呼吸を行うよう促した

試験着の着脱のしやすさについては，官能評価を

行った身体的負担の評価項目として，着衣時の生地

の柔らかさ，着衣時のゆったり感，着衣時の動きやす

さ脱衣時の生地の柔らかさ，脱衣時のゆったり感，

脱衣時の動きやすさ，の合計６項目を設定した．被験

者は，心拍測定終了後に衣服の着やすさについて，日

常生活で着衣している同種の衣服の着やすさを基準に

５そうである，４まあそうである，３どちらでもない，

Ｚあまりそうでない’そうでない，の５段階尺度で評

価した．

(4)分析方法

●着脱動作の分析

着脱動作を記録したビデオを分析し動作内容別に

所要時間を測定した着衣動作，脱衣動作別に，被験

者にとって困難な動作と所要時間の関係を分析した

また同一被験者を対象に修正形と基本形について動

作内容別に所要時間を比較し修正効果を検討した．

●心拍数の変化

心拍数増加率を被験者の生理的負担を示す指標とし，

安静時の値を基準に着衣中と脱衣中の心拍数増加率

を求め，基本形と修正形で比較した．

なお，心拍数増加率は以下のように求めた．

心拍数増加率（％）＝（動作時の心拍数一安静時心拍

数）／安静時心拍数×１００

結果と考察

Ｌ被験者Ａの事例

(1)身体的特徴と障害の状態

被験者Ａは１６歳の女子で，脳性マヒの障害がある．

下肢には拘縮があり，両足は開いた状態である．杖を

使って歩くこともあるが，学校と寄宿舎の移動手段は

すべて車椅子を使用する．しかし家庭生活では，屋

内で車椅子を用いることはなく，這うことによって部

屋を移動している上肢の筋力はそれほど弱くはなく，

這うスピードも速い．車椅子への移乗も一人でできる

が両腕の可動域は狭く背中まで達しない特に左手

は動かしにくく可動域は脇までである．また，指先に

マヒがあるため細かい作業は苦手である．しかし被

験者Ａは自立心が強くねばり強い性格であるため，日

常生活動作のほとんどを一人で行っている．

被験者Ａの身体サイズを表ｌに示す．上肢に比べて

下肢の骨格は小さく，発達に遅れが感じられるが，体

型にゆがみはない．ＢＭＩは20.8で，ほぼ標準的な体

型であるが，運動量が少ないため胴囲と腹囲が大きく，

その割合から考えると腰囲は小さい通常着用してい

るズボンはスウェットの長ズボンか，ハーフパンツで，

ジーンズはほとんど着用しなかった

表１被験者Ａの身体サイズ

※胴囲と腰囲は立位代替値（単位:c､）
被験篭年齢性別身長体重胸囲胴囲腰囲肩幅袖丈大腿部周径ＢＭＩ

Ａ１嶬女1550(竃)920760880390570450208

(2)ズボンの着脱動作

写真１は，被験者Ａが着用テストで基本形（一般の

既製ズボン）を着脱する様子を示したものである．被
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験者Ａは，床に足を開いて安定した状態で座り（以下

割座と表記する)，最初に右ズボンを持ち上げて中に

手を通しズボンをたくし上げながら裾を輪のように

開いた（写真ｌ①）次に右足を立て，①の裾を輪

のように開いたまま，つま先にひっかけ，ゆっくりズ

ボンに足を通した．被験者Ａは両足首をまつすぐに伸

ばすことが難しかったため，後から入れる左足は，ズ

ボンに余裕がなく通しにくかった（写真ｌ②）両足

が入ったところで，ズボンをまくり上げて膝を出し

(写真ｌ③)，割座になり重心を安定させたその後

ゆっくりと膝立ちになり，ズボンを腰まで上げ（写真

I④）腰回りを整容した最後に足を伸ばして裾を整

え着衣を終了した

写真２は，被験者Ａの脱衣動作である被螂験者Ａは

膝立ちになり，膝上の位置までズボンを下げた（写真

2①）被験者Ａは座位の状態で膝を抜く動作が困難

であったため，後ろに倒れて仰臥になり，空中に足を

浮かせて片足ずつズボンを抜き（写真２②)，脱衣を

終了した

被験者Ａの着衣上の問題点を理学療法士とともに検

討した結果，足を通す動作に時間がかかること，膝が

十分に出ないとズボンが上がらないため，硬い生地の

ズボンは，まくり上げにくく適さないこと，があげら

れたまた左手にマヒがあるため手が背面に届かず，

シャツの背中をズボンの中に収め難いこと，前位置の

ファスナーやマジックテープは使用できたがボタン

や鍵ホックは使用が困難であることが考えられた．

(3)修正方法

被験者Ａのジーンズの修正ポイントは被験者Ａ，

理学療法士とともに検討し次の４点に整理された

①できるだけジーンズの印象を残したデザインにする

②ウエスト部分はゴムを基準にし着脱が楽であると

同時に背中が出ないように配慮する

③生地は柔らかく伸縮性があるものを選択する

④ボタンは使わず，ファスナーは前位置しか使わない

以上の４点を考慮し既製ジーンズ（レーヨン45％，

綿30％，ポリエステル２５％，㈱ユニクロ）に修正を

加え，図１に示す修正ジーンズを製作した既製ジー

ンズの素材は風合いが柔らかく伸びやすいレーヨン

①膝上までズボンを下げる②足を抜く

|’/層iM

i:議,i；;F￣
艤ii露iii艫:灘

写真２被験者Ａの脱衣動作

混紡の生地を選択したまた既製ジーンズの購入サ

イズは，被験者Ａの胴囲を基準に，胴囲76cm(ヌード

寸法)，腰囲1025cmを選択し胴囲，腰囲，大腿部

周径，股下丈を被験者に合わせて補正したデザイン

は，被験者の希望を取り入れジーンズのイメージを生

かし前ファスナーと後ポケットを重視した（被験者

Ａは後ポケットが肌にあたり，痛みを感じることはな

かった）ベルトは前ファスナー部分を２７cm残し平

ゴムに付け替えたまた，前ボタンもマジックテープ

に付け替え飾りボタンとして外観を整えた背中が

出ないように，後股上に持ち出し布を付け，股上を深

くした．ベルトはゴムのため‘実測よりやや短めの

囮4ｃｍ

持ち出し布

モーラ 3cｍ

『
□

ループ５cｍ

０ １５ｃｍ』

１４ｃｍ
一一

＜出乗上がり寸法＞

胴囲腰囲大腿鄙鬮径股[丈鋳灘裾幅ａ

測定値

(ｃ、）７２９０２８．５６１２１２０

図ｌ被験者Ａの修正デザイ＞

①右裾を輪のように開く ②左足をズボンに通す ③膝を出す ④スボンを腰まで上げる

’ ！＿Ⅲ －－｡■\

戸一一印=･■ﾛｮﾛｰｰﾕ」

鶏
｜、

=上一一一一画＝－－口-画一ｩ一二＝諄＝冤話ニーー一一三苗匂P戸一一戸＝ －＝---－＝－－＝回一便￣ローロ…筥宅凸甸￣■－５－.二口孑ニーーーーー

写真ｌ被験者Ａの着衣動作

１$‐ニテーーーーー－－－－－－．函_ご割
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72cmに仕上げた．先行研究を参考に（岩波，2005)，

ズボンの上げ下ろしを補助するための細いループを作

り，両脇に付けた．また，足首を曲げたままでズボン

をはくことを考慮しズボンの裾は20cmとした

(4)修正効果

被験者Ａの基本形は，被験者Ａが所有するズボンの

中から，最もはきやすいと感じる既製メリヤス編ズボ

ン（ポリエステル65％，綿35％，メーカー不明）と

した修正効果の評価は，修正形と基本形の着脱のし

やすさが同程度に認められたとき，修正効果が認めら

れたと判断した．

表Zに被験者Ａの着脱所要時間を示す．被験者Ａの

着衣合計時間は通常６～７分を要し，着衣中にトラブ

ルがあるとざらに時間が長くかかった．特に足を通す

動作が難しく，通常約３分かかっていたが，つま先に

裾をひっかける失敗が続くと，基本形の２回目のよう

にさらに多くの時間がかかった修正形の着脱動作は，

基本形にはないマジックテープや前ファスナーを閉め

る動作が加わっていたが，着衣合計時間は，基本形と

ほぼ同じ程度と考えられた．着衣動作中の心拍数増加

率は，基本形は平均12.8％，修正形は平均15.9％で，

修正形の方がやや高かった．

次に被験者Ａの脱衣合計時間は（表2)，基本形，

修正形とも２分30秒以内であった．ただし，修正形３

回目は，足の指がズボンの裾にからまり脱ぎにくかっ

たため，時間を長く要した脱衣中の心拍数増加率は，

基本形は平均13.0％，修正形は平均14.5％でやや修

正形の方が高かった．

試験着の着脱しやすきの官能評価を図２に示す．修

正形は，基本形より全体にやや高めの評価で，着脱時

の生地の柔らかき，サイズのゆとり，動きやすさに問

題はなく，はきやすいズボンと評価きれた．

以上より，修正形は基本形に比べ，着脱中の心拍数

がやや高くなる傾向はあるが，同程度の時間で着用が

可能であることがわかった．また，着やすさにも問題

は感じられなかったため，被験者Ａの場合は，修正効

果が認められたと判断した被験者Ａの年齢を考える

と，今後ますます年齢に応じた衣服を着用する機会が

増えるため，デザイン展開に限界がある総ゴムのズボ

ンに対し不満を感じることも増えると予想される．

留め具の工夫によって，被験者Ａが前開きのズボンを

着用できるとわかったことは，被験者Ａの衣生活を大

きく向上させると考えられた今後の課題としては，

できるだけ確実に着脱ができるように，足の通しやす

きを改善するための工夫が必要であり，ファスナーを

使用できる機能を生かし，後掲の被験者Ｂのように裾

に開口部を作ることも，検討の余地があるといえた

2．被験者Ｂの事例

(1)身体的特徴と障害の状態

被験者Ｂは１８歳の女子で，二分脊椎の障害がある．

脊椎の障害のため下半身にマヒはあるが，上半身に問

表２被験者Ａの着脱所要時間

●脱衣所要時間●着衣所要時間
基本形 修正形

１回目２回目１回目２回目３回目

基本形修正形

１回目２回目２回目３回目

足
を
通
す

１０２５１３１０

２０８４０９１６６１５９１７６

腰膝を出す１３１１１８１９１８
を割座になる１３１１

入膝立ちになる１６１７

れズボンを腰まて上げる３４２０５７４４１７
る小計６３４２１０４８７５１

９０８１８３１４０

割座の姿勢に戻る＊２４１４＊２

篝製繍：富’：’２１；ｌｉ
小計４８２２５０８５１８

４０２５４６４５

１４０１３１１４８２０２脱衣合：

※修正形1回目は脱衣を行わなかった

２３９１２１２７１９

３４２５６４４２５３８１３４７着衣合計時間

*１何度か繰り返した場合は,合計時間を記載した．

*２膝立ちの姿勢から座り､割座の体勢を整えなかった

*３裾まで下ろさず脱衣終了とした

*４自分で確認をせず終了した

基本形 修正形

着衣動作 1回目２回目 1回目２回目３回目

足
を
通
す

右足の輪を作る

右足を立てる

右足にズボンを通す

左足の輪を作る

左足を立てる

左足にズボンを通す

小計

3１１６

５２３

３５４６

2４４２

２７３６

＊１

＊１

8６２４６
＊１

208４０９

２１９５２
＊１

４６１０

4７３７１８

２０１７１３

1３２４２５
＊１

8０５６５８

1６６１５９１７６

基本形 修正形

着衣動作 1回目２回目 2回目３回目

マジックテープ･前ファス
ナーをはずす

６７

膝
上
ま
で

下
げ
る

膝立ちになる

膝上までズボンを下げる

小計

３１１

７１４

1０２５

５５

８５

1３１０

足
を
抜
く

前に移動する

身体を後ろに倒す

右足を抜く

左足を抜く

小計

９
５
㈹
幻

幅
６
柘
姐

9０８１

1０５

５４

5３８６

１５４５

8３１４０

腰
を
入
れ
る

膝を出す

割座になる

膝立ちになる

ズボンを腰まで上げる

小計

1３１１

９８

７３

3４２０

6３４２

８１９１

１１７

５７１

７１４４

８
３
６
７

１
１
１
５

1０４８７５１ 身
体
を
起

こ
す

身体を起こす

体勢を元に戻す

小計

2１１１

1９１４

4０２５

2１１７

２５２８

4６４５
整
容

割座の姿勢に戻る

足を伸ばし裾まで下ろす

腰部分を整容する

実験補助者が確認する

小計

５＊２

1９１３

1５＊４

９９

4８２２

２＊
７
５
６

４
９
２
０

１
１
３
２

４
３＊
５
１

３
１

5０８５１８

マジックテープ･前ファス
ナーをとめる

8４２３８３

その他 2３９１ 2１２７１９
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を閉めて着衣を終了した．

次に被験者Ｂの脱衣動作は，立った状態で前ボタ

ンをはずし，前ファスナーを下げてから，ベッドに

座って行われた．被験者Ｂはベッドに深く座り，足を

乗せる場所を確保し片足ずつ装具をはずした．両足

の装具をはずし終わると，身近な窓枠や家具などにつ

かまって立ち上がり，片手は物につかまったまま片

手でズボンを膝まで下げた．最後にもう一度ベッドに

座り直し，片足ずつズボンを脱いで脱衣を終了した．

(3)修正方法

被験者Ｂは，必ず装具をはずした状態で足をズボン

に通すため，ズボンの着脱を行う前に装具をはずし

着衣後に再び装具をつけていたこれは，装具を使用

する人の着脱動作として，リハビリ訓練される一般的

な方法であった一方，脱衣のとき，被験者Ｂは装具

をつけない状態で立ち上がりズボンを下げるため，不

安定な状態で作業を行っていた被験者Ｂの装具の脱

着にかかる時間は，両足で２分程度を要したため，着

脱時の負担軽減には，装具にかかわる時間を短縮する

ことが有効と思われた．修正方法は，被験者Ｂ理学

療法士とともに検討し，修正ポイントを次の３点に整

理した．

①できるだけジーンズのデザインを残すこと

②装具にかかわる時間をできるだけ短縮すること

③着用中に背中が出ない工夫をすること

さらに，被験者Ｂが学校生活や寄宿舎の生活で更衣

をする機会が多いことを考慮し，室内用装具をつけた

ままズボンの着脱を行う可能性も含めて検討した被

験者Ｂが装具をつけたまま着脱することは，安全性が

確保されて行われるのであれば医療的には問題がな

かった．そのため，今回の着用テストでは，修正形は

装具をつけたまま着衣・脱衣動作を行うことにした．

以上の検討結果に基づき，既製ジーンズ（綿98％，

ポリウレタン２％，㈱ユニクロ）を基本形とし，これ

を基に修正形を製作した．基本形は，被験者Ｂの胴囲

と腰囲を基準に適正サイズよりも１サイズ犬きい胴

囲66cｍ（ヌード寸法)，腰囲925cmの商品を選択し

股下丈を被験者に合わせて補正した．修正形は，基本

形と同じサイズに修正を加え，その後，胴囲，腰囲，

股下丈を被験者に合わせて補正した修正形の特徴は

図３に示すように後股上を深くするため，股下にマチ

を付けたことと，装具の脱着を楽に行うために，ファ

スナーを利用し開口部を作ったことである．まず，股

下に付けたマチは，既存のベルトを生かしたまま後股

上を伸ばす修正方法で（岩波，2005)，マチ布の大き

さを被験者Ｂのサイズに合わせて製作した．次に下

腿部に作った開口部は，ズボンの裾を開くことによっ

て装具の脱着を簡単に行うことを目的としコンシー

着衣時の柔ら

かさ＊１
一基本形

----修正形

脱衣時の動き

やすさ

着衣時のゆっ

たり感

脱衣時のゆっ

たり感

着衣時の動き

やすさ

脱衣時の柔ら

かさ

１：よくない２:あまりよくない３:どちらでもない４:ややよい５:よい

＊１着衣時に生地が硬くゴワゴワしているか,柔らかいかをたずねた．

図２被験者Ａの着脱しやすきの官能評価

題はない．被験者Ｂは左足に膝まである長めの装具を

つけ，右足には足首までの短めの装具をつけている．

装具を用いず歩行もできるが，装具をつける事によっ

て安定感が増し走ることも可能になるため，寄宿舎

と学校の生活では，１日中室内用装具をつけた状態で

過ごす．しかし，家庭生活では，室内は装具をつけず

にゆっくり歩き，外出時のみ装具をつけている．被験

者Ｂは，上肢の筋力と可動域にほとんど問題はないが，

指先を使った細かい作業は苦手であり，指先の巧級性

は健常者よりも若干劣るように思われる．

被験者Ｂの身体サイズを表３に示す．脊椎に障害が

あるため下肢の発達に遅れがあり身長は低い左右の

体形バランスにゆがみはないが，やや右肩が上がって

いる．ＢＭＩは220で，ほぼ標準的な体型であり，胸

囲，胴囲，腰囲のバランスも平均的である．日常生活

では，スウェットパンツやハーフパンツを着用してい

るが，外出時にはジーンズもはく．

表３被験者Ｂの身体サイズ
(単位:c､）

被験者年齢性別身長体重胸囲胴囲腰囲肩幅袖丈大腿部周径ＢＭＩ

Ｂ１８女１３８０４２．０８１．５６４．５９１０３７０４５．０５１．０22.0

（kg）

(2)ズボンの着脱動作

寄宿舎での被験者Ｂの着衣動作は，通常ベッドに

座った状態で行われていた．まず，被験者Ｂはベッド

に深く座り，ベッドの端に足をかけて，安定した姿勢

になり装具を片足ずつはずした．両足の装具がはずれ

ると，片足ずつズボンに通し，装具をつけるためにズ

ボンの裾をまくり，片足ずつ装具をつけたこのとき，

立ち上がった際にズボンの裾を踏まないように，少し

裾をたくし上げる工夫をした．次に，ゆっくりと立ち

上がり，両ふくらはぎでベッドのフレームに寄りかか

り，身体を安定させながら，前ボタンと前ファスナー
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＜出来上がり寸法＞ 椅子に座った状態で①と②を測定する
①躁点から椅子の座面までの長さ
②踵を通る足首の周径胴囲腰囲大腿凱鬮径股百文識鰡裾幅ａ

測定値

(c、）74.091.0２７０55.0１９．０１９０

図４足部の測定個所※ジーンズは,ヌード寸法の胴囲よりも下の位置ではくため‘出来上がり寸
法の胴囲はヌード寸法よりも通常Ｂ～９cm大きい

図３被験者ＢのI参正デザイン

つけはずす時間が省略されたため，基本形の平均より

も約80秒短縮された着衣中の心拍数増加率は，基

本形が平均139％，修正形が平均１６１％増加し｛|参

正形の方がやや増加率は高かった

次に脱衣合計時間の平均値は，基本形が約２分３０

秒，修正形が約４分20秒で修正形の方が約２分長く要

したさらに，時間配分をみると修正形は装具をつ

けたまま足を抜くことに時間がかかり，足を抜く作業

だけで２～３分を必要としたこれは，装具の踵がズ

ボンの裾にひっかかり，脱ぎにくかったためである

装具の踵は親指ではずせるのだが被,験者Ｂには困難

な作業であった脱衣中の心拍数増加率は，基本形が

平均168％，修正形が平均１４１％で，基本形の方が

やや高かった．

ルファスナーを内側に付け，手の届きやすさと着用時

の外観に配慮したさらに被験者Ｂが装具をつけた

まま着脱するための工夫として，開口部の大きさを検

討したＬ字型に固定された状態の足がズボンの中

で詰まって動かなくなった様子を観察すると，図４に

示す②踵を通る足首の周径と，ズボンの周径（図３０

が等しくなり余裕がなくなり動けなくなる様子が確

認された．したがって，装具をつけたままズボンを着

脱するためには､装具をつけた状態で踵を通る足首の

周径以上に，ズボンの周径の長さが必要であると考え

られた被験者Ｂが装具を装着したときの図４②の値

は３９７cmであったため，ファスナーを取り付ける位

置は，ズボンの周径が一番細いＣより上の位置で，

ファスナー止まり部分の周径が40cm以上になる点と

したさらに，被験者Ｂが割座で座ったとき，膝関節

に接触しない位置を確認し裾から２８cmの位置とし

た

(4)修正効果

写真３は，被験者Ｂが装具をつけたまま修正形を着

脱している様子である修正形は装具をつけたまま着

脱動作を行うため，着衣前に装具をはずし着衣後に再

び装具をつける動作が省かれた表４は被験者Ｂが着

脱時に要した時間を基本形と修正形で比較した結果で

ある着衣合計時間の平均値は，基本形約４分，修正

形約３分で，修正形は基本形よりも約１分短い時間で

着衣を終了したさらに足を通す時間についてみる

と，修正形は平均約１分30秒で終了しており装具を

LA,凶

識ＵＶ灘 １１

写真３装具をつけたままで着脱する様子（修正形）
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ま脱衣をすることは，被験者Ｂには負担が大きく不適

切な脱衣方法といえた．ただしファスナーを開けて

装具をはずし，通常の脱衣動作を行えば，基本形より

も脱衣が容易であったと考えられる．被験者Ｂの指先

にマヒはなかったが，筋力が弱いことも考えられるた

め，開口部の長さを調節することは今後の課題である．

着衣時の柔らか

さ＊１－基本形----修正形

脱衣時の動きや

すさ

着衣時のゆった

り感

脱衣時のゆった

り感

着衣時の動きや

すさ

まとめ
脱衣時の柔らか

1:よくない２:あまりよくない３:どちらでもない４:ややよい５:よい

＊１着衣時に生地が硬くゴワゴワしているか,柔らかいかをたずねた．

図５被験者Ｂの着脱しやすさの官衞:評価

本研究の目的は，運動機能に障害がある人にとって

着脱しやすく，デザイン的にも満足できるジーンズの

デザインを検討し既製ジーンズを再構成して修正衣

服を製作し修正効果を検討することである．リハビ

リ医療の専門家から助言を受けながら，２事例につい

て障害の状態に合わせた修正ジーンズを製作し，着用

テストを行った．その結果，被験者Ａは，被験者が所

有するスウェットパンツと同じ速さで，修正ジーンズ

をはくことができ修正効果が認められたまた，留め

具などを工夫し，生地の硬苔を考慮すれば，被験者Ａ

は前開きのズボンをはくことが可能であることも確認

できた次に，被験者Ｂは，下腿部に開口部を作る修

正により，装具をつけたまま着衣することが可能とな

り，着衣時間が約１分短縮したことから，修正効果が

確認されたただし装具をつけたまま脱衣をするこ

とは負担の増加につながったため，脱衣時は装具をは

ずす必要があったざらに修正ジーンズのデザイン

は，被験者の希望を重視し既製ジーンズのイメージ

図５は試験着の着脱しやすさの官能評価である．基

本形と修正形は同じ既製ジーンズであったが，基本形

は装具の脱着で膝下をまくるときに，ジーンズの布の

硬さとゆとりのなさが，「柔らかくない」と感じられ

たようであったまた着衣時の動きやすぎの評価も，

若干ではあるが，修正形の方が基本形よりも高かった

しかし，脱衣時の動きやすさは，修正形の評価はかな

り低く，装具をつけたままの脱衣動作は無理があるこ

とがわかった．

以上より，被験者Ｂの場合，修正形は装具をつけた

まま着衣することが可能であり，着衣時間は基本形よ

りも１分短縮できた．下腿部に開口部を作りファス

ナーで裾を開閉する方法は，特に足を入れる作業を短

縮するうえで有効であった．しかし装具をつけたま

表４被験者Ｂの着脱所要時間

（秒）●脱衣所要時間●着衣所要時間 (秒）

着衣動作１回目２回目着衣動作１回目２回目 ヂ衣動作１回目２回目着衣動作１回目２回目

小計８３１０９小計５２５６

平均９６平均５４

小計１５４１８５小計９３８７

平均１７０平均９０ 一左ファスナーを開ける４２６

足一右ファスナーを開ける７８
を左足を抜く８７左足を抜く１１８５６

抜右足を抜く９１６右足を抜く５６６９
小計１７２３

干均２０干均１８１

鬘菱花腰讓…に巾鵬吐,',,．
２３２３立つ１５１８

る

王汁夘前ﾌｱｽ，１，５才抑前ﾌｧｽﾅｰ４０，，
，ｆナーをとめるをとめる
る小計

干均

整元の体勢に戻る２０２０元の体勢に戻る１４１７
の容その他１０２１その他１３

他・小計３０４１２２３０

平均そ３６２６整整容４整容１６１５
容元の体勢に戻る１０１８元の体勢に戻る８１８
他その他５その他６

そ小計１９２７小計２４３９
の 干均２３平均３２

整容

元の体勢に戻る

その他 脱衣合計時間１３０１７３脱衣合計時間２９７２２５

平均１５２平均２６１

着衣合計時間２１１２６０着衣合計時間１８５１６１

平均２３６平均１７３

基本形 修正刊 ；

着衣動作 1回目２回目 着衣動作 1回目２回目

足
を
通
す

足をペッドに上げる

右の装具をはずす

左の装具をはずす

ズボン位置を整える
左足を通す

右足を通す

左装具をつける

右装具をつける

小計

平均

８１３

８９

１９２３

７８

１３１０

１１１６

６０７０

２８３６

1５４１８５

1７０

足をベッドに上げる

ズボン位置を整える

左足を通す

右足を通す

左ファスナーを閉める

右ファスナーを閉める
小計

平均

1１１１

１０９

3８３２

２４２２

５７

５６

9３８７

9０

基。貝形 修正形

着衣動作 1回目２回目 着衣動作 1回目２回目

膝
上
ま
で
下
げ
る

足をﾍﾞｯﾄﾞに上げる
右装具をはずす

左装具をはずす

ボタン･ファス
ナーをはずす

膝上まで下げる

小計

平均

妬
担
砠
９
佃

加
川
佃
６
頭

8３１０９

9６

立つ

ボタン･ファスナー
をはずす

腰まで下げる

足をベッドに上げる

膝上まで下げる

小計

平均

７
４
８
個
四

４
９
９
浬
８

5２５６

5４

足
を
抜
く

左足を抜く

右足を抜く

小計

平均

８７

９１６

1７２３

2０

左ﾌｧｽﾅｰを開ける
右ﾌｧｽﾅｰを開ける
左足を抜く

右足を抜く

平均

4２６

７８

1１８５６

5６６９

223１３９

1８１

腰
ま
で
上
げ
る

立つ

ズボンを腰まで上
げる

ボタン･前ファス
ナーをとめる

小計

平均

2３２３

４１０

1１１５

3８４８

4３

立つ

ズボンを腰まで上げ
る

ボタン･前ファスナー
をとめる

小計

平均

1５１８

1３６

４０１１

6８３５

5２

整
容
・
そ

の
他

元の体勢に戻る

その他

小計

平均

2０２０

1０２１

3０４１

3６

元の体勢に戻る

その他

小計

平均

1４１７

８１３

2２３０

2６

整
容
・
そ
の

他

整容

元の体勢に戻る

その他

小計

平均

２４

１０１８

７５

1９２７

2３

整容

元の体勢に戻る

その他

小計

平均

1６１５

８１８

６

2４３９

3２

脱衣合計時間 1３０１７３ 脱衣合計時間 297２２５

平均 1５２ 平均 261

着衣合計時間 211２６０ 着衣合計時間 1８５１６１

平均 236 平均 1７３
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を損なわないように修正したため，満足度が高かった．

近年，バリアフリーやユニバーサルデザインの考え

方が普及するにともない，衣服に対する着やすさへの

関心は高まっている．しかし，障害がある人の衣生活

に関する基礎的な研究は，緒についたばかりであり，

いまだ十分な結果は得られていない．事例研究数を増

やし，障害別に問題点を明らかにしていくこと，そし

て，障害別に修正方法を一般化していくことが，今後

の課題である．

本研究を進めるにあたり，被験者として協力してく

ださった熊本県立Ａ養護学校の２人の生徒さんと，着

用テストに協力してくださった生徒さん，教職員の皆

様に心から感謝いたします．また，着脱動作の指導と

修正衣服の製作にご助言いただいた熊本県こども総合

療育センター地域療育部地域支援班療育長理学療法

士楠本敬二氏と，修正衣服の製作を手伝ってくださっ

たＴＫＵ西曰本新聞文化サークル洋裁講師加来ゆり

え氏に心からお礼申し上げます．
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